
ニュース

　東日本大震災から８年半が経つ。被災地への支援が減少する中、北海道教区上川
南組が宮城県気仙沼市鹿折地区に応援旅行、九州などの寺院の夏休みを利用したホ
ームステイ事業、宗派の里帰り支援など、各地で地道な支援活動が続けられている。
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